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平成２８年度 壬生町立睦小学校 Ｎｏ ３月８日.11

あ ゆ み
つい先日まで年明けのお祝いの行事したと思っていたのですが、今はもう卒業式の準

備をしています。校長室の窓から差し込む日差しも少しずつ暖かくなり、春の訪れが感
じられる季節になりました。花壇の菜の花やスイセンも咲き始め、クリーングリーン活
動で植えたパンジー等の花とともに春の彩りを私たちに与えてくれます。

３月１７日（金）には６９名の児童が、かわいい後輩たち、保護者の皆様、そしてい
つも温かく見守ってくださっていた地域の方々から大きな祝福を受けて睦小学校を巣立
って行きます。満開の桜に迎えられた１年生の入学の日も懐かしく、睦小学校での数々
の思い出を胸に、中学校という新しいステージへと進みます。残り僅かな小学校生活を
一日一日大切にして、晴れやかに卒業して欲しいと願っています。

卒業おめでとう
校門の両脇に『松』の木があります。睦小学校が創立してから４０年の歴史のあ

る松です。これまで毎日皆さんの学校生活を見守ってきている木です。目には見え
ないけれど、この松には地面の中に多くの根があります。この根が上に見えている
大きな松の太い幹を支え、たくさんの栄養を一生懸命に取り入れています。私は、
周りの人にはわからないけれども、土の中で黙々とがんばっている姿を感じます。
皆さんにもこれからこの松のように、黙々とそして、こつこつとがんばっていく姿
勢を持ってほしいと思います。自分の夢の実現に向かって、一歩ずつ確かな歩みを
進めていく、そんな皆さんであってください。また、校門の両脇には『桜』があり
ます。春になると、校舎の周辺は美しい桜の花に包まれます。桜の花は、見ている
人たちの心を明るく、和やかな気分にしてくれます。皆さんには、そのような桜の
花のようであってほしいと思います。周りから愛される、そして周りを明るく元気
づけ、喜びや温かさを与える桜の花のような、そんな一人
であってください。
元気で意気揚々としている時も、落ち込んでくさってい

る時も、楽しい笑顔で周りを明るくしている時も、悲しい
涙で周りをハラハラさせている時も、どんな時も皆さんは
愛されるべき存在です。
いつまでも応援しています。新しい門出を祝福して。

（ ）卒業アルバムに載せた校長からの贈る言葉です

保護者の皆様、この一年間、お子様の成長はどうだったでしょうか。修了式にお渡し
『 』 、 、する 学びのすがた は 一年間一人一人の児童と向きあってきた担任の思いが記され

お子さまの客観的な成長を知るための一つの道標です。普段気がつかない我が子の成長
を改めて見直してみると、大きな変容が見られるのではないでしょうか。この一年間を
振り返り、来年度の新たな目標を立てるためにお読みいただければ幸いです。
保護者の皆様、ボランティアの皆様、地域の皆様、この一年間子どもたちを温かく見

守り、そしてご支援並びにご指導いただきましたことに心よりお礼申し上げます。あり
がとうございました。平成２９年度も引き続き、本校の児童の健やかな成長と安心・安
全の確保のために多大なるご支援・ご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げ
ます。

３月３日（金）に、壬生町小中学校等行事調整会議があり、平成２９年度の行事予定
がほぼ確定しましたのでお知らせします （裏面）なお、今後、若干の変更がある可能。

、 、 。性がありますので ４月のホームページ 各月の学年便りでご確認をお願いいたします
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